
 

 

 

vol.344 

令和 7年５月吉日 
川口子どもクラブ育成会 

kodomoikuseikai.com 

 

 
   

☆新体制になり１か月が過ぎました☆ 
 
風薫る五月、皆様におかれましては、ますますご清栄のことと存じます。 

さて、新年度が始まって一ヶ月が過ぎました。新入部員も入り各部活気づいてきました。 

新体制のもと、昨年度とは違う新しいクラブチームが少しずつ出来上がってきました。 

まだ慣れない新入部員を支えていきたいと思います。私たち保護者も慣れない面もまだ

まだありますが、一年を通して子どもたちをサポートし、各部の成長を見守ってまいり

ます。 

 

 

☆4 月 5 日ホッと大夢 もちつき大会を開催☆ 
 
 
 今年ももちつき大会を開催しました。子供たちと大人が臼と杵でもちをつく姿、とても

いい光景でした。子供たちには、とてもいい経験になったと思います。 

来年もたくさんのご参加お待ちしております。 

 

 
 
 
 
★今後の予定 
 
・５月２５日 育成会総会 
 

・6月 （日にち未定） 潮干狩り 
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ベース部   粕谷 幸代                  

保育園の頃からかけっこは万年ビリ、超がつくほどのマイペース。そんな息子がクラブ朝

日に入部したのは小 2 の夏でした。運動音痴な息子が練習についていくことができるのか

…親として正直不安でしたが「頑張って野球上手くなりた

い！」と宣言した息子の言葉を信じて入部しました。しか

し入部後は、体力も集中力も持たずに守備中はいつも座り

込んで砂遊び。疲れるとグラウンドの隅っこでお散歩か石

ひろい。初めて出して頂いた試合では、暑さのあまり守備

中に靴を脱いで外野に立ち、皆さんを驚かせてしまいまし

た。いけないとわかっていながらも、つい周りの子と比べ

てしまい、情けない思いで練習の帰り道はいつも怒ってば

かりでした。1 年ほど、そんな日々が続いたと思います。

息子に少し変化がみられたのは、試合で初めてアウトを取

れたことがきっかけでした。 

これまで何度も何度も繰り返し練習してきたファーストへ

の送球。母が喜ぶより先に、ベンチから「りょうた、やっ

た!!」と大きな声で真っ先に喜んでくれたのは、いつも指導

してくださるコーチでした。この日の帰り道、嬉しそうに

次の試合でもアウトを取りたいと話していた息子の笑顔を

私は今でも覚えています。 

時には厳しいけれども子ども達の成長を誰よりも喜んでく

れる監督、コーチたち。ピンチの時には真っ先に声をかけ

てくれるチームのみんな。そしていつもあたたかく見守ってくれるママさんたち。みんな

に支えられて今があることを実感しました。 

そんな息子も今年で５年生。今ではコーチに教えてもら

った練習方法で素振りやバッティングを日課にするよう

になり、本人なりに成長していることを感じます。野球

がなければ、こんなにも息子に対して怒らなくてよかっ

たかもしれないと母として落ち込む時もあります。でも

野球があったから、息子ときちんと向き合うことができ

たように感じます。これからは楽しいだけではなく、悔

しいこと辛いこと、様々な思いを経験すると思います。

それでも野球を通して努力することの大切さ、そして努

力し続けることの難しさを学び、一歩一歩乗り越えていくことが出来るようになって欲し

いと願っています!! 

 

 

・・・次回のリレーエッセイは「バドミントン部」です。 

第 344 回 思いつくまま気ままに・・・ 

 

 

 


